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11 岡 泰正 [2000]，pp.113。
12 復本一郎 [2004]，pp.97。
13 顧学颉 [1979]，pp.6。
14 紫式部 [1983] 巻一「桐壺」，PP.94。








































































































































































28 紫式部 [1983] 巻一「若紫」，PP.314。
29 坂本太郎，井上光貞 [1983]，pp.664。
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ちなみに，日本のお坊さんが天皇から「紫の袈裟を賜る」ということは「紫賜」と言い，
最高の名誉とされているが，実はこの紫色を高貴な色と位置付ける考えは道教から来てい
る。更に注目すべきは「紫辰殿」という名称の御所である。帝が朝賀，公事，即位の礼な
どの大きな儀式を行う正殿であり，帝の存在を示すシンボル的な場所である。
「紫宸殿」の名称は中国古代の北辰信仰と深く関わっている。北辰信仰では，宇宙の中
心には北極星が位置し，群星が北極星を巡って動く。『朱子語類卷』には，
辰非是北辰（北極星），乃天之北極。天如水車，北辰乃軸処。水車動而軸未嘗動。30
と記載している。また『論語』「為政」篇には，「北辰，居其所而众星拱之」31 という言説がある。
古来北極星は宇宙を君臨する支配神として崇められていた。群星が北極星を囲む軸心圏
は「紫微垣」と言い，「紫宸殿」の「紫」はこの「紫微垣」のことを指し，「宸」は「天帝」
の意味である。すなわち宇宙中心の「紫微垣」に座する天帝，北極星のことである。古代
では，北極星が放つ光は紫の色に見えるので，「紫」色は北極星のシンボルとなったわけ
である。古代には「天人相応」だと信じられ，北極星は天上世界の君臨者であるが，地上
世界では卜星を通して天帝の意志を承って人間世界を君臨する帝―「天子」がいる。その
ため，帝は普通の人間ではなく神である。「紫宸殿」はまさに「天子」である神が居る地
上の神仙境である。
現代の日本中国学の研究家厳紹璗氏の考証によると，日本の皇室は，最も紫色を尊重し，
紫色は皇室のシンボルとなることは，道家の「北辰信仰」の思想を踏まえたことであると
認められる。32
また，福永光司氏は『馬の文化と船の文化』の中に，次のように指摘している :
紫色は菊の紋章と共に日本国の天皇ないし天皇家を象徴する尊貴な色であった。そ
して菊と呼ばれる植物の愛好が古くその由来を中国に持つように，紫色の尊重もまた
遠くその思想的源流を中国に持つ。33
中国の伝統文化の儒学と道家文化における色彩感について，儒学の教義では「悪紫之奪朱
30 紀昀 [1965]『朱子語類』，pp.457。
31 李元阳 [1983]，pp.2461。
32 厳紹璗 [2009]，pp.155。
33 福永光司 [1996]，pp.43。
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也」34，という孔子の言葉が何よりも端的に示しているように，紫色は憎むべき反価値的な
色であった。これは間色の紫が正色の朱に混じると色を濁してしまうという意味で，贋物
が本物を乱すこと，似て非なるものの喩えとして用いられる。また，よこしまで口先の巧
みな者が用いられ，正しい者が遠ざけられることの喩えでもある。
だが，もう一方，道家文化ではかえって紫色が重んじられている。その紫色が西暦前三
～二世紀，秦漢の時代から宇宙の最高神として，文献上に出現する太一神の住む宮殿を象
徴する尊貴な色とされ（『淮南鴻烈』天文篇），ないしは「太一」神を祭る漢の皇帝たちの
甘泉宮に設けた祀壇もしくは祭場の幄とばりを象徴する聖なる色とされるのは（『漢書』
礼楽志，『文選』揚雄「甘泉賦」），「太一」神が漢代に北極星の神格化されたものと解釈さ
れ，その北極星の天空から地上に放つ光芒が紫色とされたからであった。35
ゆえに，皇室とゆかりがある三人の女君が，「紫」と呼称されるのは，ほかでもなく，
道家文化を踏まえたからであると思われる。
おわりに
以上見てきたように，一方では，物語の主要な人物の命名は，作者の思いが集約される
極めて重要な重みをテクストに与えうるものだと言えよう。全書の筋，主題，人物のイメー
ジなどは全て主要な人物の名前により，反映され，そして引き立てられているといっても
過言ではなかろう。この点においては，『源氏物語』というテクストの行い方は，極致を
窮め得たと言えよう。また一方では，中国の伝統文化が日本の文学の創作理念や方法や構
成などに多大な影響を与えているのも自ら言を待たざることであろう。例えば，『源氏物
語』は国風文化の元で書かれたが，道家文化の影響がかなり色濃く現れた文学作品でもあ
る。道家文化においては，天と人との繋がりについては，自然学説の角度からの研究があ
るのに対して，古今の変については，歴史学説，性と命との根源にわたる生命学説なども
ある故に，中国文化を持続的に取捨選択して受容してきた日本文化の中から，道家文化的
要素を本格的に追跡することは，あるいは道家文化を定義づける以上に難しい作業である
かもしれない。しかし，仏教や儒教とともに古代日本を彩った道家文化的要素を考察する
ことは，それなりに重要な意味があり，これに触れることにより，我々の研究視野が大幅
に広がるのではないかと思われよう。
34 紫の朱を奪うを悪にくむ。
35 福永光司 [1996]，pp53-54。
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